
　

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
開
発
の
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
京
都
新

宿
区
、
従
業
員
数
２
５
１
人
）
は
６
月
か
ら
、
未
消
化
の
失
効
有
給
休
暇
を

最
大
６０
日
間
利
用
で
き
る
積
立
有
休
制
度
を
導
入
し
た
。
利
用
範
囲
は
育
休

や
不
妊
治
療
、
能
力
開
発
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
更
年
期
症
状
や
性
別
不

合
に
関
す
る
治
療
、
子
の
学
校
行
事
な
ど
幅
広
い
（
表
）。
制
度
づ
く
り
の
プ

ロ
セ
ス
か
ら
見
え
る
の
は
、一
人
ひ
と
り
の
「
や
り
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
組
織
文
化
だ
。
そ
れ
を
支
え
る
心
理
的
安
全
性
確
保
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
人
事
部
の
洲
﨑
由
佳
部
長
と
岡
本
和
也
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
支
援
か
ら

　

  
多
様
性
が
シ
ナ
ジ
ー
生
む

　

同
社
の
年
次
有
給
休
暇
は

法
定
通
り
６
年
目
以
降
は
年

２０
日
付
与
。
新
制
度
で
は
２

年
を
経
た
失
効
有
休
を
、
年

最
大
５
日
ず
つ
積
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
最
大
６０
日

の
積
立
有
休
に
失
効
期
間
は

な
い
。

　

「
導
入
の
き
っ
か
け
の
一

つ
は
あ
る
社
員
か
ら
、
女
性

の
生
理
休
暇
に
あ
た
る
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性
的
少
数
者
）

向
け
休
暇
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
し
た
」

と
岡
本
さ
ん
は
話
す
。

　

同
社
で
は
以
前
か
ら
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
背
景
を
持
つ
社
員

が
在
籍
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど

属
性
に
関
わ
ら
ず
能
力
を
発

揮
で
き
る
フ
ラ
ッ
ト
な
社
風

が
あ
る
と
い
う
。

　

産
休
・
育
休
後
の
復
職
率

は
性
別
を
問
わ
ず
１
０
０
％

で
あ
り
、
時
短
勤
務
を
は
じ

め
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ

て
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で
き
る

制
度
も
整
備
し
て
き
た
。

　

一
方
、
業
務
に
よ
っ
て
制

度
の
活
用
や
有
休
消
化
に
偏

り
も
あ
っ
た
。
今
回
の
制
度

づ
く
り
の
背
景
に
つ
い
て
洲

﨑
部
長
は
こ
う
話
す
。

　

「
シ
ス
テ
ム
構

築
を
受
託
す
る
業

務
上
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
っ
て
は

普
段
有
休
を
と
り

づ
ら
い
人
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
人

で
あ
っ
て
も
有
休

が
失
効
し
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
将

来
の
育
児
や
病
気
、
介
護
へ

の
備
え
や
業
務
の
区
切
り
で

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
で
活

用
で
き
る
よ
う
設
計
し
ま
し

た
」

　

同
社
の
有
休
消
化
率
は
８０

％
と
高
水
準
だ
が
、
人
に
よ

っ
て
消
化
率
に
偏
り
が
あ
る

現
状
を
補
填
す
る
意
味
も
あ

る
。
能
力
開
発
や
定
年
後
の

準
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
加
え
、
利
用
範
囲
は
広
く

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
を
目
的
と

し
た
。

　

生
活
の
質
を
高
め
る
「
働

き
や
す
さ
」
と
と
も
に
、
ス

育
休
取
得〝
お
金
〟が
壁
に

　

積
立
有
休
で
長
期
で
も

は
「
５
日
以
内
」
の
割
合
が

約
３
割
で
あ
る
の
に
比
べ
、

長
期
取
得
の
割
合
も
顕
著
に

高
い
。

　

た
だ
岡
本
さ
ん
の
言
葉
の

と
お
り
、
長
期
取
得
で
給
与

面
の
不
安
が
増
し
て
い
る
面

は
あ
る
よ
う
だ
。

　

あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
職
の
男
性
は
、
１
人
目

の
子
ど
も
で
は
有
休
２
週

間
、
２
人
目
は
２
カ
月
の
育

休
、
３
人
目
は
４
カ
月
の
育

休
と
１
カ
月
の
有
休
を
組
み

合
わ
せ
て
取
得
し
た
が
、「
一

番
の
不
安
は
お
金
の
こ
と
。

育休、治療、社会貢献など個の生き方支援育休、治療、社会貢献など個の生き方支援
テックファームＨＤの最大60日間積立有給休暇

会
社・法
人
訪
問

会
社・法
人
訪
問

　　  

の
ペ
ー
ジ

の
ペ
ー
ジ

●
事
業
所
の
人
事
・
労
務
の

　

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

人
事
部
の
洲
﨑
由
佳
部
長
（
上
）
と
岡
本
和
也
さ
ん

心
理
的
安
全
性
を
風
土
に

安
心
し
て
発
信
で
き
る
状
態
を

　

前
出
の
「
フ
リ
ー
採
用
」

や
長
期
間
の
育
休
取
得
支
援

に
も
通
底
し
て
い
る
の
は
、

一
人
ひ
と
り
の
多
様
化
す
る

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
尊
重
す
る
姿
勢
だ
。

　

「
働
き
方
だ
け
で
な
く
キ

ャ
リ
ア
の
実
現
に
つ
い
て

も
、
社
員
が
『
こ
う
い
う
こ

と
を
や
り
た
い
』
と
発
信
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
。
社
員
が
言
い
易
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
心
理

的
安
全
性
を
高
く
保
つ
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
」（
洲
﨑

さ
ん
）

　

心
理
的
安
全
性
は
、
組
織

の
な
か
で
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
を
誰
に
対
し
て
も
安
心

し
て
発
言
で
き
る
状
態
の
こ

と
を
指
す
。
例
え
ば
社
員
の

定
着
に
お
い
て
も
重
要
な
要

素
だ
。

給
付
金
を
も
ら

え
る
と
は
い
え

貯
蓄
が
な
い
と

育
休
は
取
り
づ

ら
い
」。

　

別
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
職
の
男
性

は
２
人
目
の
子

ど
も
で
９
カ
月

の
育
休
と
有
休

３
カ
月
で
計
１

年
取
得
。
「
妻

と
相
談
し
て
２

人
と
も
育
休
の

状
態
で
家
計
を

や
り
く
り
で
き

る
か
調
べ
、
自

分
の
取
得
期
間

を
最
大
限
に
で

き
る
よ
う
調
整

し
た
」。

　

今
後
男
性
育

休
期
間
の
伸
長
に
伴
い
、
給

与
面
の
不
安
を
ど
う
解
決
す

る
か
は
重
要
な
社
会
課
題
。

同
社
の
制
度
は
そ
の
支
援
の

方
法
の
一
つ
で
も
あ
る
。

「
積
立
有
休
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
給
与
面
で
も
安
心
し

て
育
休
取
得
し
て
ほ
し
い
」

と
岡
本
さ
ん
は
強
調
す
る
。
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業
向
け
業
務
支
援
・
カ
ジ
ノ
施
設
向
け
電
子
決
済

の
各
種
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
お
よ
び
人
工
知
能
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
研
究
・
開
発
事
業

キ
ル
ア
ッ
プ
や
社
会
活
動
な

ど
「
働
き
が
い
・
や
り
が
い
」

支
援
を
利
用
範
囲
に
含
め
た

狙
い
に
つ
い
て
、
洲
﨑
さ
ん

は
こ
う
指
摘
す
る
。

　

「
専
門
性
を
持
っ
た
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
集
ま
り

と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

多
様
な
人
や
ア
イ
デ
ア
が
生

み
出
す
シ
ナ
ジ
ー
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
採
用
面
で

も
、
地
域
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

学
歴
・
職
歴
、
国
籍
の
制
約

を
な
く
し
た
『
フ
リ
ー
採
用
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
」

「ウェルネス」を目的とした積立有休制度の概要

　

新
制
度
の
背
景
の
一
つ
に

は
、
育
休
取
得
支
援
が
あ

る
。
今
年
４
月
と
１０
月
の
育

児
介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ

り
、
特
に
男
性
を
含
め
た
取

得
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

　

「
取
得
の
障
壁
の
一
つ
が

給
与
面
で
す
。
休
業
期
間
は

給
与
が
下
が
っ
て
し
ま
う
不

安
か
ら
、
長
期
の
育
休
取
得

を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
声
も

あ
る
」（
岡
本
さ
ん
）

　

同
社
の
こ
れ
ま
で
の
育
休

取
得
者
数
は
累
計
６３
人
。
う

ち
男
性
の
育
休
取
得
率
を
み

る
と
近
年
４
～
５
割
以
上

と
、
全
国
平
均
の
１２
・
７
％

に
比
べ
て
高
い
。
ま
た
過
去

３
年
の
７
人
の
取
得
期
間

は
、
１
カ
月
未
満
が
２
人
、

１
カ
月
が
２
人
、
２
カ
月
、

４
カ
月
、
９
カ
月
が
そ
れ
ぞ

れ
１
人
ず
つ
。
全
国
平
均
で

対象者 正社員・契約社員・パートタイマー
（休職者を除く）

積立上限日数 60 日（年間最大 5 日積立）
利用可能日数 最大 60 日、連続取得可能

利用範囲
（利用例）

① 2 週間以上の私傷病 ②更年期障害 
③生理 ④性別不合に関する治療、療
養 ⑤家族介護 ⑥産前産後休業 ⑦育
児 休 業 ⑧ 不 妊 治 療 ⑨ 業 務 の パ
フォーマンス向上やキャリア実現に
繋がる能力開発 ⑩社会奉仕活動（ボ
ランティア） ⑪定年後の再就職や独
立自営の準備 ⑫骨髄バンクドナー ⑬
子の学校行事

サムい職場
余計なことをせず、
自分の身を守る

生産性もモチベーションも
低く、心身にも悪影響

キツい職場

不安と罰によるコントロール
生産性は上がるが、
燃え尽きるか、退職

仕事の充足度・やりがい
低 高

ヌルい職場
コンフォートゾーン

現状維持
組織目標へのコミット、
仕事の充実感は低い

切磋琢磨する職場
健全な衝突と

高いパフォーマンス
生産性は高く、
社員の幸福度も高い

提供：テックファームHD（『心理的安全性のつくり方』石井遼介 著 から引用した表を元に追記）

高

低

　

「
中
途
入
社
し
た
社
員
の

定
着
化
と
心
理
的
安
全
性
を

高
め
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で

業
務
を
教
え
る
担
当
の
ほ
か

に
『
バ
デ
ィ
』
と
い
う
担
当

者
を
指
名
し
、
２
週
間
に
１

度
の
１
on
１
面
談
を
は
じ

め
、
そ
の
人
が
社
内
に
居
場

所
を
み
つ
け
て
自
分
ら
し
く

働
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
」（
洲
﨑
さ
ん
）

　

心
理
的
安
全
性
は
チ
ー
ム

の
生
産
性
に
も
大
き
く
関
係

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自

ら
が
自
律
的
に
発
信
で
き
る

組
織
風
土
は
、
「
開
発
を
請

け
負
う
だ
け
で
な
く
、
顧
客

の
ビ
ジ
ネ
ス
成
長
を
加
速
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」

と
い
う
事
業
面
で
の
同
社
理

念
に
と
っ
て
も
必
要
な
要
素

だ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
今
回
の
積
立
有
休
制
度

の
き
っ
か
け
の
一
つ
は
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
背
景
を
持
つ
社
員

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
だ
っ
た

と
い
う
経
緯
に
も
、
誰
も
が

安
心
し
て
発
言
で
き
る
心
理

的
安
全
性
の
保
障
が
背
景
に

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

「
人
事
部
の
中
で
も
、
性

別
不
合
に
関
す
る
治
療
か
ら

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
維

持
、
更
年
期
症
状
へ
の
対
応

も
必
要
、
と
対
話
の
な
か
で

対
象
を
広
げ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
社

内
で
も
日
常
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
」
と
岡
本
さ
ん
。

　

洲
﨑
さ
ん
は
「
チ
ャ
ッ
ト

ツ
ー
ル
で
の
社
内
報
チ
ャ
ン

ネ
ル
な
ど
を
通
じ
た
制
度
周

知
も
進
ん
で
い
る
。
働
き
や

す
さ
や
キ
ャ
リ
ア
実
現
に
向

け
、
幅
広
く
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
今
後
を
見
据
え
る
。

心理的安全性（縦軸）と仕事の充足度・やりがい（横軸）でみた職場の４類型

（7） 第1831号令和 4年 7月 15 日　（毎月 3回 5の日） （昭和44年 2 月28日第三種郵便物認可）労 基 旬 報


